
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

19≡）9イ1モ　2　丿1 ir　 敏 s−345

丶
いノ「スウマ卿4ト

ノ
へ々珂

允（門」μ桝冂

　
ノ

「’℃／
ヂ

ま及

　
　
　
ル
メ

42
　
白

422　　　　｛｝N　i人Jビタ ミ ン K 濃 辰 に 対す る 性ホ

ル モ ンの 影 響

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊

zz
’
L［11　，SIタミ　vk，　IJI　lix　c　l『1　itき「　〔＞f　lく　　　：亅　）〔ls　　〔　

用

r
⊥f，II

．」
成J，IS，池 ノ 」　　　，B ［

．
E！cl　、「BK 〔弸〔lr

．

｝f イ リ ア ン ナ 渠入二、

北傑 め ぐみ、大塚博光、安　 擇、 P田 洋 f 、

会訳 ｝∫柑、荻原哲夫、雨宮 　 1歪

［i：「flS−↑氏i虚　　　蒐ドo））］
tl
　tG−ILvl

’
ピ遷イ匕を i！1クミし，月台

’「．

1彗」亅の，［1　 MI〕　L「｝目す る
「

「1
孤

を検 li
・1．す る．［ノ∫払 1

女r蚯く困台⊥U．5 ［　 IfJt’  　！6、5［］Ila）iCIく
一
マ 1ンス オ 　1］レ丶

た，i丿 試を k〔t1：1／jrl．＋ Xyiazill 〔
1杯門

丿L　i　 l ．人 1厭弘1

し，IiTT　r下 を モ ニ タ リ ン ク 4 なが ら3L）秒間 の 1「俊素

ノ
lf ∫を行 〕た．こ a

’
間泌 1微f．．卜　

．1自 1、．ザ リ

，ll し卵L〔を洛 ii　、J せ月
ド
湯一の 　Il11」引」脈C〕il流 速斐を

2t〕Wlz の P　L！gし〔I　D 〔丿pplerで il 紕 匚｝1測 した，胎 a 心

扣数 は 血．ゴノ1L〕末1攴波 1彰を丿鄭 　P ：し ，．．．妊女「 Ilhノ｝1、の

丿11 左匙’已、岳L　数，　fL　Er匿　↓き右l　t∫　i麦a　　ld
’
Lft　i＼！r1　人 ／

1　　　
／．Lイ「1」

ir髮で の 心 柵 数 相 刔，
「
プ4 イ訓 ζを 妊蚣 ，U ｝1」に　・咬し

た，F似酸素負f 後 の 心拍 r箪
．
パ ター一ン を徐亅ldf ，ノ II、

彳
’
旨 ，」鬼 某線［」−1阪

’
勧 i脈！ii三に分類 ⊥較 し た，

［1
」／←　月芒∫．t｛丿人1泉疋」丶』白レま女E劃

．
1’ivこL匕秒コL／

』
て
一
V！力「

’
　、tt’こ．

・
た，胎 1 ．Illは低酸系負荷後 L 全例 で小 1、．ill を II．／

た．氏峻
」 ／

瘤 ト〕1丿後 で の li台／ L！i州 の 羽 メ
’
1
’
IL．1変 七率

は ，妊職 1、13．5［ 以 1諭は ほ ぼ 疋で ，ε0∫卿 llトil」111

向を 斥した．良荷後の ・L ．
’
1口愎ノ丶タ

・．一
ン の ；L庚で

は ， ダ 蜘竡 13，5　以 1）flは 全 、iUL 〔〕％ v 丿亅
．
種1「［↑復 し

た ．13、5F1［，1と 14、5日 目 で は そ の 8〔〕％ が Jl
，R「．’1ぞ＿

した．15．5日以降で は ほぼ1．eO％が 心打簒聡llll復 し

プ
．
，また 15．〔） 以降の胎才の 50％が 丿1楾一 L後に

歩rl脈を二1三し た．［ζ祭及び 　蒲
．
1妊；IL　41113 ．5 ［、と

ユ5．D 　　をi／LY

「．とゴす
一
る月ft” ’1〕♪ ｝［II 鉾竍曳莟轟σ丿変a

’
ヒノ丶　k

唆 さ れた・妊 娠 1／’1・LL5 ［．1 以 i烽 に 出現す る低酸 桝

荷後 貝 111が ら は、i3．5h と は＿っ た 心・拍 11ifJの 同

始 が示唆 され た．

〔L眺 1 我 々 は 紳 」；体的 に t，t　’」・さ れ 先 ビ タ ミ ン K

が胎児．に 良好 に 移 ‘了す る 丁を蘇 縁し、さらに出
二
組

織 中で の ビタ ミ ン K 漕度 に 性乗 が あ る こ と を 報

告 し て き た、，そ こ で 今 回 は 月
．

岨織中 の ビタ ミ ン K

潴 醍 に 対す る・lqホ ル モ ン の 彡響を検、・1した 　 〔方

法 〕断 任 ク ッ トをそ れ ぞ れ 3 週 齢 で ム 勢 し、

Estrogen投 与 群 （E 群 ）一［0〔〕μ 剖 wcck （n
−S）．　 F；str｛〕9Cn

一
トE）rogcg．　Leronc 投 学群 （EP 群）LIOIr　g　．P’lm81

wcck （n
−5），

「
1
’
cstosterene 　投 与q 洋 （

．
11 群 〉

−lmg

〆wccl （（n
＝5）の 3 楙 を 作成 し、ホ ル モ ン 非技寿群 を

conLrol （c 船 とした　6，912 週齢 で Yhll．織 オ 採取

し、王
．賭 し 法で ビタ ミ ン K ぬ 哽を測定 した、．　〔成

「責】此隹：E ｛打　ご1よ、6i撞L歯告て！9．7．・　18 （111CEHI　　SI），n9 〆9）、

9 週齢で 7．9109 ，12週齢で 53．．ON と低
．
x しナ

が 、C 群 に Ll す る と有意 に 而ぐ［「〔を 示 した。T 柑

Lま6 」」Mg’il〜 j　I 〔，9，　 t
）週儲｝　30 　1 〔〕4．　［2il」歯告　17 　−

0．3 と 低 ドし、C ガ に 比較す る とli　 に 低結 を ミ

した，節．；E 群 で は 6 週齢 で 12、5．IC、9 迥齢 で

9、3U ．3，12 週齢 で 10511 ．3 で 、　 C　勲こ比1父し；自
’

意な簡恒 を M−L・た、、又、T 群 で は 6 迥歯r
’i5 −．つ 89

週齢 3 〔 〔J9，12週齢 34107 〜
’C ！l，に 尤較 し、

イltuttに 低
．
ドを 示 し た二．　 EP 冨で は雌雄と も ほ ぼ E

群 と1卩亅様 の 値を
．
六した、、難堆澗で ｝ま、C 群はナ労

雌 ラ ッ ト｝ま週齢が迄 む に従 い 鞠忘 に低 ぐす ゆ が、

去 勢雄 ノ ソ トで は 迥齢 に よ う 変化   忌 め な か っ た t／

E 群 で は 、雌 よ り雄 の 方か 1、li1
’
直を 示 した t．［這論〕

EsIrogcnは1嘱 弓．織中ビタ ミ ン K 器「攴に 脱進的に作

用 し、Te3tosteroneは抑制的 に 作川 して い る こ と

が確百忍で きた。雄 フ ッ トで は雌1 比 べ 1 加 gell

対 す る ビ タ ミ ン K の ヒ昇 は 貝者 で ．骨 紲 鬆 症 が

攵性1 多くヂ i生に少な い こ と と 関連 し
一
こい る 〜考

え られ た。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


